漢字草書における「連綿」現象再考 by 承 春先
漢
字
草
書
に
お
け
る
「
連
綿
」
現
象
再
考
承
春
先
は
じ
め
に
草
書
や
そ
の
「
連
綿
」
の
現
象
に
つ
い
て
、
筆
者
は
か
つ
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る １
。
「
連
綿
」
と
は
一
般
に
字
と
字
が
が
っ
て
書
か
れ
て
い
る
も
の
を
指
す
が
、
そ
の
「
連
綿
」
と
い
う
書
写
手
段
は
草
書
か
ら
生
ま
れ
、
「
連
綿
書
」
「
一
筆
書
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
梁
披
雲
（
一
九
〇
七
～
）
の
『
中
国
書
法
大
辞
典
』
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
連
綿
草
、
又
一
つ
に
は
連
綿
書
と
い
う
。
宋
の
朱
長
文
（
一
〇
三
九
～
一
〇
九
八
）
『
墨
池
編
』
巻
十
『
続
書
断
下
』
唐
の
呂
向
、
字
は
子
回
、
章
草
と
隷
書
に
と
り
わ
け
す
ぐ
れ
た
。
ま
た
、
一
筆
で
百
字
を
続
け
て
書
き
、
そ
れ
は
あ
た
か
も
巻
き
上
げ
た
髪
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
で
、
世
の
人
は
連
綿
書
と
呼
ん
だ ２
。
唐
の
呂
向
（
生
卒
年
不
詳
）
が
書
い
た
「
一
筆
で
百
字
を
続
け
て
書
き
」
と
い
う
書
は
、
あ
く
ま
で
伝
説
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
一
筆
で
百
字
を
書
く
と
い
う
の
も
、
そ
れ
が
必
ず
し
も
「
連
綿
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
だ
ろ
う
。
筆
者
は
「
漢
字
書
写
に
お
い
て
連
綿
と
い
う
表
現
ジ
ャ
ン
ル
は
実
際
に
は
存
在
し
な
い
」
と
い
う
定
義
付
け
を
試
み
た
。
（
注
１
、
二
文
献
を
参
照
）
し
か
し
、
連
綿
の
形
成
す
る
現
象
は
複
雑
で
、
単
純
な
理
由
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
鑑
賞
上
の
判
断
も
か
な
り
難
し
い
。
漢
字
に
は
主
に
篆
、
隷
、
草
、
行
、
楷
の
五
つ
の
書
体
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
定
の
筆
法
に
よ
っ
て
書
か
れ
る
が
、
草
書
だ
け
は
、「
符
号
」
的
な
要
素
が
大
き
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
字
と
字
は
連
な
っ
て
い
て
も
、
「
連
綿
」
の
表
現
で
あ
る
と
は
言
い
切
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
も
、
漢
字
草
書
に
連
綿
の
表
現
は
存
在
し
な
い
と
言
え
る
重
要
な
一
因
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
は
こ
の
視
点
か
ら
連
綿
と
そ
の
発
展
過
程
を
踏
ま
え
、
草
書
に
お
け
る
漢
字
連
綿
の
表
現
に
つ
い
て
論
を
展
開
し
て
み
た
い
と
思
う
。
一
連
綿
表
現
の
由
来
と
始
ま
り
本
論
を
始
め
る
前
に
、
草
書
と
連
綿
表
現
の
関
連
に
つ
い
て
少
し
触
れ
て
お
く
。
周
知
の
よ
う
に
草
書
に
は
「
章
草
」
と
「
今
草
」
が
あ
る
。『
宣
和
書
譜
』「
草
書
叙
論
」
に
よ
る
と
、
漢
代
の
章
帝
の
時
、
篆
書
、
隷
書
が
変
化
し
て
草
書
が
生
ま
れ
た
と
い
う
。
章
草
は
漢
代
の
杜
度
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
、
後
漢
の
末
頃
、
書
家
張
芝
の
出
現
に
よ
っ
て
、
今
草
が
完
成
さ
れ
た ３
。
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学
苑
文
化
創
造
学
科
紀
要
第
八
二
九
号
八
○
～
九
二
（
二
〇
〇
九
一
一
）
「
章
草
」
と
は
一
字
一
字
独
立
の
草
書
体
を
指
し
、「
今
草
」
と
は
字
と
字
と
の
が
る
草
書
体
を
指
す
。
ま
た
、
草
書
の
文
字
は
単
独
に
書
か
れ
た
場
合
は
「
独
草
体
」
、
連
続
し
て
書
か
れ
た
も
の
は
「
連
綿
書
」
と
称
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
で
は
、
「
連
綿
」
と
い
う
言
葉
で
書
を
形
容
し
た
梁
の
袁
昂
（
四
六
一
～
五
四
〇
）
の
『
古
今
書
評
』
を
見
る
。
蕭
思
話
の
書
は
、
走
墨
連
綿
、
字
勢
屈
強
、
竜
の
天
門
に
跳
り
、
虎
の
鳳
閣
に
臥
す
る
が
若
し ４
。
蕭
思
話
（
四
〇
六
～
四
五
五
）
の
書
の
「
走
墨
連
綿
」
と
は
、
墨
の
線
で
文
字
が
連
な
っ
て
書
か
れ
て
い
る
状
態
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
最
も
早
い
時
期
に
書
に
用
い
た
「
連
綿
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
連
綿
書
」
が
こ
の
よ
う
な
形
式
で
表
現
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
後
の
時
代
の
文
献
資
料
に
唐
の
張
懐
（
生
卒
年
不
詳
）
の
『
書
断
』
を
見
る
と
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
…
流
水
の
よ
う
に
速
く
、
茅
を
抜
け
ば
そ
の
根
が
が
っ
て
出
て
く
る
よ
う
に
上
下
牽
連
し
て
い
る
。
あ
る
も
の
は
上
の
字
の
下
部
を
借
り
て
下
の
字
の
上
部
に
し
、
め
ず
ら
し
い
形
が
離
れ
た
り
合
っ
た
り
し
て
、
様
々
な
意
が
兼
ね
包
ま
れ
て
い
る
。
…
そ
の
字
は
全
て
一
筆
で
書
か
れ
、
大
自
然
の
よ
う
な
変
化
に
富
ん
で
い
る ５
。
こ
れ
は
、
張
懐
が
張
芝
（
後
漢
生
卒
年
不
詳
）
の
書
を
評
論
に
用
い
た
言
葉
で
あ
る
が
、
「
上
の
字
の
下
部
を
借
り
て
下
の
字
の
上
部
に
し
、
め
ず
ら
し
い
形
が
離
れ
た
り
合
っ
た
り
し
て
」
と
い
う
表
現
は
あ
る
が
、
「
連
綿
」
の
よ
う
な
表
現
は
用
い
て
い
な
い
。
張
芝
の
書
は
、
現
在
は
『
淳
化
閣
帖
』
な
ど
の
刻
本
で
し
か
見
ら
れ
ず
、
そ
れ
も
確
た
る
も
の
と
は
言
え
な
い
。
で
は
、
張
懐
は
張
芝
の
書
を
実
際
に
見
て
評
論
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
同
じ
『
書
断
』
の
中
で
張
懐
は
遂
良
（
五
九
六
～
六
五
八
）
の
言
葉
「
鐘

張
芝
の
迹
は
片
素
迹
に
盈
た
ず
」
を
引
用
し
て
、
張
芝
の
作
品
は
世
に
残
っ
て
い
な
い
と
言
っ
て
い
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
彼
の
文
章
に
よ
っ
て
張
芝
の
書
を
考
え
る
よ
り
ほ
か
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
前
述
の
張
懐
の
文
章
は
中
国
古
代
書
作
品
を
評
論
す
る
時
に
よ
く
使
わ
れ
る
「
比
喩
」
と
い
う
手
法
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
は
衛
恒
（
？
～
二
九
一
）
の
『
四
体
書
勢
』
や
庚
肩
吾
（
？
～
五
五
〇
）
の
『
書
品
』
な
ど
の
文
章
と
同
様
の
書
き
方
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
書
作
品
自
体
が
あ
る
程
度
の
形
象
性
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
評
論
す
る
際
に
形
象
的
な
比
喩
手
法
を
用
い
て
説
明
す
れ
ば
、
読
者
が
自
ず
と
類
例
を
連
想
し
そ
れ
を
理
解
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
比
喩
を
通
じ
て
実
質
の
理
解
を
よ
り
効
果
的
に
深
め
る
こ
と
を
促
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
中
国
古
代
漢
語
の
修
辞
に
よ
く
使
わ
れ
た
方
法
で
あ
る
。
こ
こ
で
改
め
て
「
連
綿
」
と
い
う
言
葉
そ
の
も
の
の
意
味
を
確
認
し
て
み
た
い
。
連
綿
と
は
、
基
本
的
に
も
の
が
連
続
し
て
切
れ
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
辞
書
の
解
説
を
以
下
に
引
用
し
て
お
く
。
◎
『
辞
海
』
（
一
九
七
九
年
版
、
上
海
辞
書
出
版
社
）
「
連
綿
」
、
ま
た
は
「
聯
綿
」
に
作
る
。
接
連
不
断
。
謝
霊
運
の
過
始
寧
墅
詩
に
「
岩
峭
嶺
稠
迭
、
洲
渚
連
綿
」
、
李
白
の
白
毫
子
歌
に
「
小
山
連
綿
向
江
開
、
碧
峰
巉
岩
	水
回
。」
と
い
う
句
が
あ
る
。
謝
霊
運
は
い
く
つ
も
連
な
っ
た
渚
の
景
色
を
、
連
綿
と
い
う
言
葉
で
形
容
し
て
お
り
、
ま
た
、
李
白
は
小
さ
な
山
が
連
な
っ
て
い
る
風
景
を
詠
ん
で
い
る
。
渚
に
し
て
も
、
小
山
に
し
て
も
、
両
者
は
と
も
に
具
体
的
な
は
っ
き
り
と
し
た
形
で
は
な
く
、
遠
景
の
物
体
の
輪
郭
を
形
容
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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◎
『
辞
源
』
（
修
訂
本
一
九
九
一
年
、
商
務
印
書
館
）
 連
緜
】
連
続
不
断
。〔
文
選
南
朝
宋
、
謝
霊
運
の
過
始
寧
墅
：
「
巌
峭
嶺
稠
畳
、
洲
渚
連
緜
。」〕
唐
李
白
、
李
太
白
詩
「
十
七
陵
行
送
別
」
：
『
古
道
連
緜
走
西
京
、
紫
閣
落
日
浮
雲
生
。
』
〕
緜
、
「
綿
」
も
作
る
。
〔
宋
史
河
渠
志
七
〕
：
「
正
分
秦
淮
之
水
、
毎
春
夏
、
天
雨
連
綿
、
上
源
犇
湧
。」
◎
『
字
源
』
（
簡
野
道
明
）
連
緜
長
く
つ
ら
な
り
て
た
え
ず
。
宋
史
、
河
渠
志
「
秦
淮
之
水
、
毎
遇
春
夏
、
天
雨
連
緜
、
上
源
犇
湧
、
則
分
一
派
之
水
、
自
南
門
外
直
入
于
江
、
故
秦
淮
無
泛
濫
之
患
」
＝
連
綿
聯
綿
。
◎
『
大
漢
和
辞
典
』
（
諸
橋
轍
次
）

綿
】
一
長
く
續
く
さ
ま
。
綿
が
絲
と
な
っ
て
つ
ら
な
る
や
う
に
つ
づ
く
さ
ま
。
緜
に
同
じ
。
以
上
は
日
本
、
中
国
の
辞
書
に
記
さ
れ
た
「
連
綿
」
の
定
義
と
語
源
の
意
味
で
あ
る
。
そ
の
解
釈
は
ほ
ぼ
同
じ
で
、
長
く
連
な
る
様
子
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
李
白
の
違
う
詩
を
引
用
し
、
対
象
は
小
山
と
同
じ
よ
う
に
連
な
る
山
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
「
古
道
」
で
あ
る
。
ま
た
『
宋
史
』
か
ら
の
引
用
は
、
春
夏
の
終
わ
り
の
な
い
長
い
雨
期
を
形
容
し
、「
連
綿
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
言
語
上
の
「
連
綿
」
と
い
う
言
葉
の
解
釈
で
あ
る
。
漢
語

中
国
語
の
構
詞
法
の
中
に
、
連
合
連
語
と
い
う
類
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
意
味
の
似
通
っ
た
字
を
二
つ
組
み
合
わ
せ
て
、
新
た
な
意
味
を
加
え
た
連
語
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
連
語
は
、
ま
ず
個
々
の
字
の
意
味
を
解
い
た
上
で
、
組
み
合
わ
さ
れ
た
二
文
字
の
意
味
を
解
釈
す
る
。
こ
の
「
連
綿
」
と
い
う
連
語
も
こ
の
類
に
属
す
る
た
め
、
「
連
」
と
「
綿
」
の
両
方
の
意
味
を
兼
ね
備
え
る
べ
き
で
あ
る
。
一
般
に
言
う
「
連
綿
た
る
」
と
は
、
材
質
で
言
え
ば
柔
ら
か
く
軽
い
も
の
が
連
な
る
状
態
で
、
物
体
で
言
え
ば
輪
郭
の
細
く
不
鮮
明
な
も
の
が
う
ね
う
ね
と
連
な
っ
た
状
態
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
も
し
、
「
連
」
だ
け
で
「
綿
」
の
意
が
欠
け
て
い
た
ら
、
そ
れ
は
単
な
る
「
連
続
」
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
硬
く
て
鋭
く
尖
っ
た
物
体
は
ま
ず
「
連
綿
」
と
い
う
状
態
に
は
な
ら
な
い
。
一
方
、
実
際
に
書
作
活
動
を
行
う
現
代
の
書
家
た
ち
は
、
こ
の
「
連
綿
」
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
る
の
か
。
森
岡
隆
氏
説
字
と
字
を
続
け
て
書
く
こ
と
を
連
綿
と
い
う
。
連
綿
を
二
つ
に
分
け
、
実
線
（
連
綿
線
）
で
つ
な
が
っ
た
場
合
は
形
連
と
い
う
の
に
対
し
て
、
実
線
で
は
な
い
が
、
筆
脈
が
通
っ
て
い
る
場
合
を
意
連
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
一
般
に
は
、
形
連
の
こ
と
を
連
綿
と
い
う
こ
と
が
多
い ６
。
中
西
慶
爾
氏
説
草
書
の
一
体
、
数
字
ま
た
は
十
数
字
、
さ
ら
に
数
十
字
が
次
々
に
連
続
し
て
一
筆
で
書
か
れ
た
も
の
、
春
の
山
野
に
た
つ
か
げ
ろ
う
（
遊
糸
）
に
も
似
た
縹
渺
と
し
た
風
情
を
見
せ
る
。
こ
の
故
に
遊
糸
書
ま
た
連
綿
遊
糸
と
も
い
う ７
。
森
岡
氏
は
書
を
書
く
時
、
実
線
（
連
綿
線
）
す
な
わ
ち
字
と
字
と
の
「
連
線
」
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
実
線
で
は
な
い
が
、
筆
脈
が
通
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
中
西
氏
は
「
一
筆
で
書
か
れ
た
も
の
、
春
の
山
野
に
た
つ
か
げ
ろ
う
（
遊
糸
）
に
も
似
た
縹
渺
と
し
た
風
情
を
見
せ
る
」
と
い
い
、
「
一
筆
で
書
く
」
状
態
を
強
調
し
て
い
る
。
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言
葉
上
の
概
念
と
書
家
の
定
義
す
る
「
連
綿
」
の
意
味
を
あ
わ
せ
、
張
芝
の
書
を
見
て
み
る
と
、
確
か
に
張
懐
は
「
上
下
牽
連
し
て
…
あ
る
も
の
は
上
の
字
の
下
部
を
借
り
て
下
の
字
の
上
部
に
し
」
と
言
っ
て
お
り
、
張
芝
の
今
草
は
た
だ
単
な
る
連
続
書
き
で
は
な
く
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
「
清
ら
か
な
谷
川
が
遠
い
源
か
ら
、
う
ね
う
ね
と
深
い
谷
あ
い
を
め
ぐ
り
自
然
の
ま
ま
に
限
り
な
く
流
れ
て
く
る
よ
う ５
」
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
「
連
綿
」
を
用
い
て
長
く
続
く
様
子
を
形
容
す
る
場
合
は
、
山
脈
や
河
の
流
れ
が
最
も
適
切
で
あ
る
。
特
に
、
河
の
流
れ
の
方
が
よ
り
「
連
綿
」
の
性
質
を
表
わ
せ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
河
の
流
れ
は
遥
か
遠
く
に
見
え
、
そ
れ
の
見
え
な
く
な
る
ま
で
限
り
な
く
続
く
長
さ
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
、
ま
た
、
水
が
流
れ
る
と
き
に
現
れ
る
柔
ら
か
く
、
和
や
か
な
様
子
は
、
他
の
も
の
に
言
い
か
え
て
は
表
現
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
張
懐
が
「
清
の
長
源
」
と
い
う
言
葉
を
選
ん
だ
の
は
、
こ
の
比
喩
が
張
芝
の
草
書
を
最
も
ふ
さ
わ
し
く
表
現
で
き
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
張
芝
の
書
に
つ
い
て
は
「
連
綿
」
の
性
質
が
な
い
と
は
言
え
な
い
が
、
は
っ
き
り
あ
る
と
も
言
い
難
い
。
ま
た
、
河
の
流
れ
の
よ
う
に
途
切
れ
な
く
書
か
れ
た
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
、
張
懐
は
明
言
し
て
い
な
い
。
た
だ
、
流
れ
て
い
る
水
の
よ
う
に
柔
ら
か
い
中
に
も
き
ち
ん
と
腰
が
す
わ
っ
て
お
り
、
鋭
い
剣
で
も
斬
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
描
写
か
ら
、
虚
実
、
濃
淡
の
あ
る
筆
意
で
「
連
続
」
し
て
書
か
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
が
、
連
綿
書
と
言
え
る
か
ど
う
か
は
疑
問
が
残
る
。
梁
の
袁
昂
が
す
で
に
「
連
綿
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
書
を
評
論
し
た
こ
と
が
史
実
と
す
る
な
ら
ば
、
著
名
な
書
家
、
書
の
評
論
家
で
あ
る
張
懐
が
張
芝
の
書
に
「
連
綿
」
を
使
わ
な
い
こ
と
は
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
書
体
や
書
法
の
形
成
は
、
一
人
の
手
に
よ
っ
て
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
多
く
の
人
々
の
努
力
と
さ
ま
ざ
ま
な
実
践
が
繰
り
返
さ
れ
、
次
第
に
形
に
な
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
今
草
あ
る
い
は
張
芝
の
書
に
「
連
続
」
し
て
字
を
書
く
こ
と
は
確
か
に
存
在
す
る
が
、
そ
れ
が
、
「
連
綿
」
で
あ
る
か
ど
う
か
は
断
言
で
き
な
い
と
、
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
張
芝
の
今
草
に
は
ど
こ
か
他
の
人
に
は
な
い
特
徴
が
あ
っ
た
か
ら
史
料
に
残
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
二
書
の
歴
史
か
ら
見
る
連
綿
の
表
現
前
述
し
た
よ
う
に
梁
の
袁
昂
が
初
め
て
書
に
「
連
綿
」
の
言
葉
を
用
い
た
が
、
字
と
字
を
続
け
て
書
く
こ
と
は
、
か
な
り
前
の
時
代
か
ら
存
在
し
て
い
た
。
戦
国
時
代
に
書
か
れ
た
『
楚
簡
老
子
』、『
雲
夢
秦
簡
』
等
の
作
品
を
見
れ
ば
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
秦
王
朝
の
成
立
に
よ
る
政
界
業
務
の
拡
大
で
字
を
書
く
人
に
と
っ
て
は
、
書
記
の
ス
ピ
ー
ド
が
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
秦
の
木
簡
や
、
漢
簡
な
ど
の
出
土
品
を
見
れ
ば
分
か
る
。
例
え
ば
二
〇
〇
四
年
中
国
の
長
沙
市
で
出
土
さ
れ
た
長
沙
市
走
馬
楼
前
漢
簡
（
図
１
２
）
の
中
に
「
属
」
と
い
う
字
は
「
」
と
書
き
、
「
夫
」
は
「
」
と
書
い
た
。
す
で
に
点
画
の
省
略
と
連
続
線
の
あ
る
書
法
が
現
れ
て
い
る
。
後
漢
の
張
芝
の
登
場
に
よ
っ
て
草
書
は
さ
ら
に
個
性
化
が
進
ん
だ
。
そ
の
書
作
を
見
る
と
個
々
の
字
は
当
時
の
正
字
体
と
大
き
く
異
な
り
、
特
に
部
首
を
変
形
、
点
画
を
省
略
し
、
そ
し
て
、
偏
や
旁
は
左
右
の
本
字
と
連
筆
し
た
り
、
譲
り
合
っ
た
り
す
る
よ
う
な
書
き
方
で
元
の
字
形
を
自
由
に
変
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
書
き
方
は
こ
の
時
代
の
漢
簡
に
も
多
く
見
ら
れ
る
（
図
３
）。
書
写
の
速
さ
に
よ
り
字
形
は
必
ず
変
化
し
、
本
来
の
字
形
を
崩
し
て
、
草
卒
に
な
る
こ
と
は
容
易
に
理
解
で
き
る
。
こ
れ
こ
そ
が
草
書
「
連
綿
」
の
始
ま
り
と
も
考
え
ら
れ
る
。
魏
晋
南
北
朝
以
来
、
書
家
の
王
羲
之
（
三
〇
九
～
三
五
五
）、
王
献
之
（
三
四
四
～
三
八
八
）
父
子
を
は
じ
め
、
草
書
の
表
現
は
さ
ら
に
進
ん
だ
。
現
在
二
人
の
確
実
な
真
跡
と
言
え
る
も
の
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
搨
模
本
な
ど
は
相
当
数
あ
る
。
そ
れ
を
見
る
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と
、
草
書
の
中
に
混
在
す
る
字
と
字
の
連
筆
の
書
法
は
、
ほ
ぼ
規
範
化
さ
れ
て
い
る
。
従
来
の
一
字
か
ら
三
、
四
字
な
い
し
十
数
字
を
連
続
し
て
書
く
書
法
が
見
て
と
れ
る
。
王
羲
之
が
、
草
書
に
連
綿
を
表
現
し
よ
う
と
心
懸
け
て
い
た
こ
と
は
、
以
下
に
引
用
す
る
彼
の
『
題
衛
夫
人
筆
陣
図
』
か
ら
推
測
で
き
る
。
若
し
草
書
を
学
ば
ん
と
欲
せ
ば
、
又
た
別
に
法
有
り
。
須
ら
く
前
に
緩
く
後
に
急
に
し
、
字
体
形
勢
、
状
は
龍
蛇
の
如
く
、
相
い
鈎
連
し
て
断
た
ざ
る
べ
し
。
仍
須
ら
く
側
起
伏
あ
る
べ
し
。
用
筆
も
亦
た
斉
平
大
小
一
に
等
し
か
ら
し
め
ず
。
一
字
を
作
る
毎
に
須
ら
く
点
有
る
処
は
且
く
餘
字
を
作
り
て
総
べ
て
竟
り
て
、
然
る
後
に
点
を
安
ん
ず
べ
し
。
其
の
点
は
須
ら
く
空
中
遥
か
に
筆
を
擲
ち
て
之
を
作
る
べ
し
。
其
の
草
書
も
亦
た
復
た
須
ら
く
篆
勢
に
像
る
べ
し
。
八
分
古
隷
は
、
相
い
雑
り
う
る
も
亦
た
得
ず
。
急
な
れ
ば
墨
を
し
て
紙
に
入
ら
ざ
ら
し
む
。
急
に
作
る
が
若
く
ん
ば
、
意
思
は
浅
薄
に
、
筆
は
即
ち
直
過
せ
ん
。
惟
に
章
草
及
章
程
行
狎
等
、
此
勢
を
用
い
ざ
る
。
但
だ
撃
石
波
を
用
い
る
の
み ８
。
こ
こ
で
王
羲
之
が
草
書
の
書
き
方
を
具
体
的
に
説
明
し
て
い
る
こ
と
は
、
実
用
性
か
ら
芸
術
性
を
求
め
始
め
て
い
る
こ
と
を
示
す
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
王
羲
之
の
『
喪
乱
帖
』
『
秋
月
帖
』
（
唐
の
双
鉤
墨
）
を
見
る
と
、
連
綿
と
言
え
る
も
の
は
さ
ほ
ど
感
じ
と
れ
な
い
。
た
と
え
ば
、
両
帖
と
も
に
「
知
足
下
」
と
い
う
三
文
字
が
続
け
て
書
か
れ
て
い
る
が
、
『
喪
乱
帖
』
に
あ
る
「
知
足
下
」
三
字
の
筆
意
は
強
く
て
連
綿
よ
り
連
筆
と
言
っ
た
ほ
う
が
適
切
で
あ
る
。
一
方
『
秋
月
帖
』
で
は
こ
の
三
字
は
や
や
柔
ら
か
く
、
「
知
」
か
ら
一
息
に
「
足
下
」
を
書
き
、
連
綿
と
言
え
ば
そ
れ
ら
し
さ
の
運
筆
は
入
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
が
、
す
ん
な
り
と
筆
を
滑
ら
せ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
は
連
筆
と
言
っ
て
も
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。
現
在
、
王
羲
之
の
真
蹟
は
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
彼
が
言
う
「
相
い
鈎
連
し
て
断
た
ざ
る
べ
し
」
の
実
際
の
姿
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、『
淳
化
閣
帖
』
な
ど
刻
本
の
資
料
を
見
る
と
、「
連
」
と
「
綿
」
両
方
の
要
素
―84―
図1 長沙市走馬楼前漢簡（部分）図2 長沙市走馬楼前漢簡（部分）
図3 長沙市東牌楼漢簡（部分）
釈
文
得
書
知
告
武
得
為
受
平
来
聞

因
反
論
許
玄
香
頓
首
釈
文
敢
言
之
廷
内
史
下
属
釈
文
倉
嗇
夫
膚
有
劾
謁
を
含
ん
だ
も
の
は
な
い
と
筆
者
は
思
う
。
次
に
、
唐
代
以
後
の
書
を
見
な
が
ら
、
連
綿
表
現
の
実
態
を
さ
ら
に
探
っ
て
み
た
い
。
唐
代
の
草
書
は
前
代
の
法
を
守
り
な
が
ら
、
書
家
た
ち
自
ら
の
経
験
を
活
か
し
て
、
新
し
い
風
格
を
創
り
出
し
、
王
羲
之
と
異
な
る
狂
草
の
ス
タ
イ
ル
を
生
み
出
し
た
。
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
の
狂
草
の
最
も
代
表
的
な
作
家
は
張
旭
（
唐
生
卒
年
不
詳
）
と
懐
素
（
唐
生
卒
年
不
詳
）
で
、
そ
の
書
き
方
は
連
綿
に
近
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
は
張
旭
が
書
い
た
草
書
『
古
詩
四
首
』
（
図
４
）
を
見
て
み
よ
う
。
全
の
書
は
自
由
に
迅
速
に
筆
を
走
ら
せ
て
い
る
。
始
め
は
や
や
行
を
詰
め
、
小
ぶ
り
の
字
を
行
書
し
て
い
る
が
、
五
行
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
か
ら
最
後
ま
で
奔
放
自
在
な
筆
法
で
次
か
ら
次
へ
と
書
か
れ
て
い
く
狂
草
に
近
い
書
で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
豈
岩
上
登
天
」
五
字
の
書
き
方
は
、
「
龍
蛇
飛
動
」
の
よ
う
に
連
続
す
る
。
そ
し
て
、
動
き
の
激
し
い
「
仙
隠
不
別
」「
其
書
非
」
の
連
続
法
は
、「
驚
い
た
蛇
が
草
に
入
る
」
と
い
う
形
容
を
思
い
出
さ
せ
る
。
そ
の
他
に
『
肚
痛
帖
』
の
刻
本
も
残
っ
て
い
る
が
、
そ
の
書
風
は
草
書
の
精
妙
を
極
め
、
『
古
詩
四
首
』
の
書
き
方
よ
り
さ
ら
に
柔
ら
か
く
、
上
の
字
と
下
の
字
を
一
体
化
し
て
続
け
て
書
か
れ
、
狂
草
的
で
は
な
く
、
草
書
の
円
熟
味
が
満
ち
れ
て
い
る
。次
に
懐
素
の
草
書
を
見
よ
う
。
懐
素
の
草
書
は
張
旭
よ
り
世
に
伝
わ
る
作
品
も
多
く
、
草
書
の
種
類
も
多
い
。
狂
草
の
祖
と
は
言
え
、
『
論
書
帖
』
『
食
魚
帖
』
は
章
草
の
よ
う
に
単
体
草
書
で
あ
る
。
『
自
叙
帖
』
で
は
連
綿
と
思
わ
せ
る
線
を
実
に
巧
み
に
使
っ
て
い
る
（
図
５
）。
「
失
聲
看
不
及
」
の
部
分
で
は
、
「
失
」
字
の
左
払
い
か
ら
起
筆
し
て
「
及
」
字
の
右
払
い
ま
で
、
各
文
字
の
終
筆
、
起
筆
を
な
く
し
て
、
五
文
字
を
一
字
の
よ
う
に
一
筆
で
書
い
て
い
る
。
線
質
は
ほ
ぼ
同
じ
中
鋒
で
、
「
聲
看
」
の
二
字
は
一
本
の
帯
が
動
い
て
い
る
か
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
張
旭
の
草
法
に
影
響
さ
れ
て
は
い
る
が
、
懐
素
の
書
に
し
か
見
ら
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図4 張旭 草書『古詩四首』（部分）
図5 懐素『自叙帖』（部分）
釈
文
失
聲
看
不
及
れ
な
い
特
徴
も
は
っ
き
り
と
出
て
い
る
。
唐
代
以
後
の
書
は
多
元
的
な
文
化
の
中
で
発
展
し
た
。
宋
の
蘇
舜
欽
（
一
〇
〇
八
～
一
〇
四
八
）、
黄
庭
堅
（
一
〇
四
五
～
一
一
〇
五
）、
蘇
軾
（
一
〇
三
六
～
一
一
〇
一
）、
米

（
一
〇
五
一
～
一
一
〇
八
）
な
ど
の
書
家
は
、
唐
の
書
法
を
受
け
入
れ
な
が
ら
、
自
分
の
個
性
を
強
調
す
る
。
書
道
史
で
は
宋
の
書
風
が
「
意
を
尚
ふ
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
書
家
の
人
間
性
を
出
し
て
い
る
。
蘇
軾
は
「
我
の
書
は
意
を
造
る
に
し
て
本
来
法
無
し
」
と
強
調
し
、
黄
庭
堅
は
「
妙
を
得
る
は
心
に
あ
り
」
を
創
作
の
心
構
え
と
し
た
。
ま
た
、
『
宣
和
書
譜
』
で
は
歴
代
の
書
体
の
優
劣
を
評
価
す
る
際
「
風
神
」
、
「
意
韻
」
が
基
準
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
一
連
の
書
作
を
見
る
と
、
宋
代
の
書
家
は
自
己
の
意
識
を
重
ん
ず
る
こ
と
、
そ
し
て
美
に
対
す
る
意
識
が
前
代
と
は
変
わ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
連
綿
と
い
う
視
点
か
ら
見
る
と
、
宋
代
の
書
の
連
綿
表
現
は
晋

唐
の
書
よ
り
少
な
い
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
宋
の
四
大
家
（
蘇
軾
、
黄
庭
堅
、
米
、
蔡
襄
）
の
書
作
の
ど
れ
も
連
綿
ら
し
い
線
で
表
現
し
た
書
作
は
多
く
な
い
。
黄
庭
堅
の
『
李
太
白
憶
奮
遊
詩
巻
』
と
い
う
草
書
は
「
連
綿
」
に
属
す
る
作
品
と
さ
れ
て
い
る
が
、
前
述
の
「
連
綿
」
の
概
念
で
検
証
す
る
と
、
確
か
に
続
き
書
き
は
多
い
が
、
「
連
綿
」
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
宋
四
大
家
の
中
で
最
も
作
品
を
多
く
残
し
た
米
は
晋
唐
風
の
草
書
を
追
い
求
め
た
が
、
そ
の
書
風
は
王
献
之
を
真
似
た
も
の
が
多
く
、
唐
の
張
旭
、
懐
素
の
草
書
の
ス
タ
イ
ル
を
超
え
、
漢
字
を
書
写
す
る
際
に
文
字
の
結
構
に
連
綿
の
要
素
を
一
層
増
加
さ
せ
新
た
な
書
風
を
生
み
出
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
晋
、
唐
、
宋
代
に
韻
、
法
、
意
の
表
現
を
取
り
尽
く
し
た
書
に
対
し
て
、
明
代
の
書
家
は
「
書
」
に
対
す
る
「
姿
態
」
に
専
念
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
実
際
、
明
代
の
草
書
を
見
る
と
、
個
性
的
な
書
家
は
少
な
く
な
い
。
た
と
え
ば
、
祝
允
明
（
一
四
六
〇
～
一
五
二
六
）、
徐
渭
（
一
五
二
一
～
一
五
九
三
）、
倪
元
（
一
五
九
三
～
一
六
四
四
）、
王
鐸
（
一
五
九
二
～
一
六
五
二
）、
傅
山
（
一
六
〇
五
～
一
六
九
〇
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
代
表
的
な
作
家
は
、
王
鐸
と
傅
山
の
二
人
で
あ
る
。
こ
の
二
人
は
一
筆
で
何
字
も
連
続
し
て
書
く
こ
と
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
筆
者
の
調
べ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
作
品
は
古
人
前
人
の
作
品
を
臨
書
し
た
も
の
が
多
く
、
自
ら
創
作
す
る
場
合
に
は
必
ず
し
も
そ
れ
ほ
ど
の
連
続
書
き
を
し
な
い
。
ま
た
、
二
人
の
共
通
の
特
徴
は
、
縦
長
の
長
幅
の
サ
イ
ズ
を
よ
く
使
用
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
上
に
四
角
形
の
漢
字
が
書
か
れ
て
も
、
全
が
連
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
。
実
際
、
こ
れ
を
「
連
綿
」
と
認
識
す
る
こ
と
も
あ
る
。
傅
山
の
『
草
書
自
書
七
言
絶
句
詩
四
』
（
図
６
）
に
つ
い
て
は
、
「
傅
山
の
連
綿
は
、
各
点
画
の
収
筆
か
ら
始
筆
に
転
ず
る
際
に
筆
圧
を
切
ら
ず
ゆ
る
め
ず
、
さ
ら
に
そ
の
運
筆
の
連
続
を
文
字
か
ら
文
字
へ
と
つ
な
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
る
。
」
（
『
墨
』
一
八
五
号
）
と
い
う
解
説
が
あ
る
。
し
か
し
、
異
論
も
あ
り
、
松
井
如
流
（
一
九
〇
〇
～
一
九
八
七
）
が
明
末
清
初
の
書
家
に
つ
い
て
『
中
国
書
道
史
随
想
』
の
中
で
「
情
の
ゆ
く
ま
ま
に
字
を
つ
な
ぎ
つ
な
ぎ
し
て
書
く
こ
と
を
知
ら
ぬ
も
の
の
如
く
」
と
述
べ
た
こ
と
も
あ
る
。
以
上
、
連
綿
の
変
化
と
発
展
し
た
史
実
を
簡
略
に
ま
と
め
た
が
、
草
書
を
書
く
手
段
―86―
図6 傅山『草書自書七言絶句詩四』（部分）
と
し
て
「
連
綿
」
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
ま
さ
に
南
宋
の
姜
（
一
一
六
三
～
一
二
〇
三
）
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
「
唐
よ
り
以
前
は
多
く
こ
れ
独
草
な
り
。
両
字
属
連
す
る
に
過
ぎ
ず
。
数
十
字
を
累
ね
て
断
た
ざ
る
を
、
号
し
て
連
綿
遊
絲
と
曰
う ９
」
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
書
い
て
い
る
際
に
た
ま
た
ま
筆
の
動
き
で
生
じ
た
連
続
線
は
「
連
綿
」
で
は
な
く
、
数
十
字
を
連
ね
な
い
と
、
連
綿
と
は
言
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
歴
代
の
書
家
は
こ
の
「
連
綿
」
の
表
現
を
追
究
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
が
、
し
か
し
実
物
か
ら
見
る
と
、
連
続
的
に
書
か
れ
た
文
字
が
確
実
に
「
連
綿
」
と
い
え
る
か
、
そ
れ
と
も
「
連
筆
」
と
言
う
べ
き
か
の
問
題
が
残
る
。
筆
者
は
、
こ
れ
を
「
意
連
」
「
血
脈
」
な
ど
の
範
疇
に
属
す
る
も
の
と
考
え
た
い
。
三
草
書
の
符
号
化
に
お
け
る
「
筆
連
」
と
「
意
連
」
草
書
の
発
生
は
、
漢
字
書
写
史
上
多
方
面
で
機
能
的
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
字
画
数
の
多
い
漢
字
の
書
写
速
度
の
短
縮
が
あ
る
。
そ
し
て
、
草
書
は
そ
の
後
の
書
体

楷
書
の
基
と
な
り
、
ま
た
、
今
日
中
国
で
使
う
漢
字
の
簡
体
字
の
形
成
に
お
い
て
も
、
そ
の
依
拠
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
草
書
は
、
章
草
、
今
草
の
発
生
過
程
を
経
て
一
つ
の
書
体
と
し
て
形
成
さ
れ
た
が
、
章
草
今
草
が
他
の
楷
、
行
、
隷
、
篆
の
書
体
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
の
は
、
表
現
力
の
豊
か
さ
の
ほ
か
、
字
の
形
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
あ
る
。
そ
の
形
を
変
化
さ
せ
る
際
に
、
最
も
著
し
い
特
徴
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
字
の
筆
画
を
省
略
す
る
こ
と
で
あ
る
。
本
来
別
々
の
点
や
縦
画
、
横
画
を
連
続
し
て
書
け
ば
、
次
の
字
と
が
り
易
く
な
る
。
も
う
一
つ
は
、
字
の
固
有
の
形
状
を
作
者
の
意
図
に
よ
っ
て
変
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
章
草
の
も
と
は
篆
書
（
長
四
方
形
）、
隷
書
（
横
長
四
方
形
）
で
あ
る
が
、
章
草
に
な
る
と
丸
い
字
形
に
な
る
。
し
か
し
今
草
は
、
字
と
字
の
が
り
に
よ
っ
て
、
必
ず
し
も
一
定
の
形
に
な
る
と
は
限
ら
ず
、
様
々
な
形
に
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
書
写
の
速
度
に
よ
っ
て
書
体
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
漢
字
の
字
形
は
四
角
く
字
画
数
が
多
い
上
、
複
雑
で
速
く
書
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
を
克
服
し
な
け
れ
ば
、
草
書
は
進
歩
し
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
秦
、
漢
代
以
来
、
歴
代
の
書
家
は
草
書
に
専
念
し
、
芸
術
性
と
実
用
性
の
双
方
を
求
め
て
き
た
が
、
そ
の
芸
術
性
は
実
用
か
ら
転
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
篆
書
、
隷
書
を
解
体
し
て
生
ま
れ
た
「
章
草
」
は
草
書
の
基
礎
で
、「
今
草
」「
狂
草
」
は
そ
の
基
礎
の
上
で
書
家
の
個
性
に
よ
り
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
漢
字
本
来
の
形
の
特
徴
を
残
し
、
字
画
を
で
き
る
だ
け
簡
略
化
し
、
漢
字

本
来
の
象
形
文
字
を
あ
る
種
の
符
号
に
変
え
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
実
用
的
な
草
書
は
、
春
秋
戦
国
時
代
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
一
九
七
三
年
に
中
国
の
長
沙
馬
王
堆
で
出
土
さ
れ
た
『
楚
簡
老
子
』
を
見
る
と
、
そ
の
点
画
に
連
続
書
き
が
見
ら
れ
、
速
く
書
い
た
筆
跡
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
の
草
書
の
発
展
は
、
さ
ら
に
ス
ピ
ー
ド
が
上
が
り
、
複
雑
な
文
字
の
点
画
が
省
略
さ
れ
、
具
体
的
な
象
形
文
字
か
ら
抽
象
的
な
線
描
に
変
化
し
、
符
号
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
。
民
国
時
代
の
于
右
任
（
一
八
七
九
～
一
九
六
四
）
は
草
書
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
う
。
章
草
は
隷
体
を
解
散
し
粗
略
に
書
く
も
の
で
あ
る
。
そ
の
方
法
は
三
つ
の
特
徴
が
あ
る
。
一
つ
は
符
号
を
利
用
す
る
こ
と
、
二
つ
目
は
一
文
字
一
文
字
は
独
立
で
あ
る
こ
と
、
三
つ
目
は
一
字
は
万
字
と
同
じ
こ
と
。
…
今
草
は
章
草
を
継
承
し
て
改
良
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
方
法
と
な
る
も
の
は
形
の
連
な
る
こ
と
を
重
視
し
、
波
磔
を
取
り
除
き
、
符
号
の
使
用
を
多
く
加
え
る
…
。
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一
文
字
一
文
字
が
単
独
に
書
か
れ
た
章
草
の
時
期
に
書
は
す
で
に
符
合
的
に
な
っ
て
い
た
。
後
の
今
草
は
文
字
と
文
字
と
の
連
続
を
重
視
し
、
符
号
を
さ
ら
に
多
く
使
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
于
右
任
が
指
摘
し
て
い
る
。
自
ら
編
著
し
た
『
標
準
草
書
』
の
中
で
文
字
部
首
の
言
い
方
と
し
て
符
号
の
「
符
」
を
用
い
た
。
例
え
ば
手
偏
を
「
手
字
符
」
門
が
ま
え
を
「
門
字
符
」
な
ど
と
言
い
、
符
号
の
よ
う
に
書
い
て
あ
る
（
図
７
８
）。
こ
の
符
号
が
分
か
れ
ば
、
他
人
が
書
い
た
草
書
を
認
識
す
る
こ
と
は
困
難
で
は
な
く
な
り
、
草
書
を
学
習
す
る
の
も
便
利
で
あ
る
。
草
書
の
学
習
方
法
に
つ
い
て
、
清
の
包
世
臣
（
一
七
七
五
～
一
八
五
五
）
は
弟
子
の
呉
熙
載
（
一
七
九
九
～
一
八
七
〇
）
の
問
い
に
答
え
て
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。
草
書
を
書
く
場
合
に
は
自
ず
か
ら
方
法
が
あ
り
、
…
草
書
の
部
分
も
、
亦
た
是
れ
一
大
事
な
り
。
晋
書
に
所
謂
、「
殺
字
は
甚
だ
安
し
」
と
は
、
是
れ
専
ら
結
構
を
言
う
。
…
草
法
伝
わ
ら
ざ
る
は
、
実
に
真
法
の
伝
わ
ら
ざ
る
に
由
る
。
…
真
は
則
ち
人
と
共
に
習
い
、
而
し
て
習
い
て
察
せ
ず
、
草
は
則
ち
之
を
習
う
も
の
少
な
し
、
故
に
草
法
伝
わ
ら
ず
と
謂
う
の
み
。
包
世
臣
は
草
書
に
は
「
法
則
」
が
あ
り
、
ま
た
、
草
書
の
あ
る
部
分
が
重
要
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
法
則
と
は
、
古
代
か
ら
今
日
ま
で
書
く
人
、
読
む
人
の
間
に
で
き
た
一
定
の
約
束
で
あ
り
、
互
い
に
識
別
で
き
る
「
符
号
」
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
字
形
を
く
ず
す
の
は
簡
単
な
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
点
画
は
大
切
に
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
「
法
」
が
後
世
に
伝
わ
ら
な
い
の
は
、
人
々
が
楷
書
を
注
意
し
て
学
ば
ず
、
草
書
を
書
く
人
も
少
な
い
か
ら
で
あ
る
。
包
世
臣
の
言
う
こ
の
草
書
の
点
画
、
部
分
、
楷
書
を
学
ぶ
姿
勢
な
ど
の
こ
と
は
お
そ
ら
く
漢
字
の
特
徴
を
表
せ
る
「
符
号
」
的
な
も
の
と
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
字
形
を
く
ず
し
て
書
い
て
も
、
し
っ
か
り
、
は
っ
き
り
と
し
た
楷
書
に
あ
る
点
画
は
、
草
書
の
場
合
で
も
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図7 于右任『標準草書』より手字符図8 于右任『標準草書』より門字符
必
要
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
漢
字
は
表
意
文
字
で
あ
り
、
こ
の
特
性
は
文
字
の
形
の
変
化
を
制
限
す
る
。
そ
こ
で
、
于
右
任
の
言
う
「
符
号
」
あ
る
い
は
マ
ー
ク

草
書
の
特
有
の
書
き
方
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
か
つ
て
、
筆
者
は
『
草
書
連
綿
字
典
』
を
作
る
こ
と
を
試
み
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
際
に
、
日
本
で
見
ら
れ
る
晋
の
王
羲
之
か
ら
清
の
包
世
臣
ま
で
、
歴
代
八
〇
人
の
行
草
書
の
法
帖
に
あ
る
全
て
の
続
き
書
き
を
収
集
し
、
計
六
〇
〇
〇
弱
の
条
目
を
集
め
た
。
そ
の
中
、
二
字
の
「
連
綿
」
は
七
〇
％
以
上
を
占
め
（
四
〇
〇
〇
強
）、
三
字
の
連
綿
は
一
五
％
で
（
約
九
〇
〇
）、
四
、
五
字
の
連
綿
は
か
〇
八
％
で
、
そ
れ
以
上
の
一
〇
字
を
超
え
た
も
の
は
た
っ
た
一
、
二
点
の
み
で
あ
る
。
さ
ら
に
言
う
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
も
の
も
実
は
「
連
綿
」
と
い
う
要
素
が
あ
ま
り
含
ま
れ
て
い
な
い
連
続
書
き
の
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
二
字
連
綿
の
連
綿
線
の
ほ
と
ん
ど
は
、
上
の
字
の
最
後
の
一
筆
が
下
の
字
を
書
く
準
備
線
の
よ
う
な
線
質
で
書
か
れ
、
連
筆
と
し
か
言
え
な
い
。
三
字
連
綿
の
場
合
も
ほ
ぼ
同
様
で
、
四
、
五
字
の
も
の
で
よ
う
や
く
「
連
綿
」
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
「
連
綿
」
し
て
い
る
文
字
の
種
類
は
、「
不
」「
之
」「
其
」
「
面
」「
以
」「
天
」「
無
」「
為
」「
所
」
と
い
う
九
文
字
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
文
字
の
結
構
は
ほ
と
ん
ど
が
独
体
で
、
偏
と
旁
か
ら
な
る
他
の
漢
字
よ
り
「
符
号
」
に
し
易
い
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
書
か
れ
た
内
容
に
よ
っ
て
変
わ
る
こ
と
も
あ
る
し
、
筆
者
が
収
集
し
た
資
料
の
範
囲
の
み
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
ら
以
外
の
漢
字
が
連
綿
に
向
か
な
い
と
は
一
概
に
言
い
切
れ
な
い
。
し
か
し
、
漢
字
の
草
書
の
連
綿
表
現
に
あ
る
程
度
の
制
限
性
が
認
め
ら
れ
る
可
能
性
が
窺
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
一
つ
の
疑
問
が
生
じ
て
き
た
。
草
書
に
連
綿
の
表
現
を
取
り
入
れ
難
い
の
で
あ
れ
ば
、
な
ぜ
古
代
か
ら
「
連
綿
」
や
「
連
綿
書
」
と
い
う
書
の
用
語
が
存
在
す
る
の
か
。
前
述
し
た
通
り
「
連
綿
」
書
の
実
体
は
実
に
不
確
定
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と
同
時
に
、
「
筆
断
意
連
」
や
「
血
脈
」
と
い
う
言
葉
も
想
起
で
き
よ
う
。
こ
れ
は
文
字
を
書
写
す
る
際
に
、
点
画
が
が
っ
て
い
な
く
と
も
、
筆
勢
、
筆
意
が
が
っ
て
い
る
こ
と
を
指
す
。
こ
の
こ
と
を
ま
た
「
意
到
り
て
、
筆
到
ら
ず
」
と
も
言
う
。
唐
の
太
宗
が
王
羲
之
の
書
を
見
て
、「
状
は
断
つ
る
が
ご
と
く
し
て
、
還
っ
て
連
な
り
」
と
言
っ
た
。
恐
ら
く
王
羲
之
が
書
い
た
書
は
が
っ
て
い
な
い
よ
う
で
が
り
、
切
れ
て
い
る
の
に
連
続
感
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
で
は
、「
血
脈
」
と
い
う
言
葉
に
は
連
綿
の
要
素
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
張
懐
が
張
芝
の
今
草
を
「
字
の
体
勢
は
、
一
筆
に
し
て
成
り
、
偶
た
ま
連
な
ら
ざ
る
有
る
も
、
而
も
血
脈
は
断
え
ず
」
と
、
字
と
字
の
間
は
断
っ
て
い
る
が
、
「
血
脈
」
は
が
っ
て
い
る
と
言
っ
て
い
る
。
そ
し
て
南
宋
の
姜
は
『
続
書
譜
』
と
い
う
書
論
の
中
で
「
血
脈
」
を
書
の
重
要
な
部
分
と
し
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
書
に
は
蔵
鋒
と
露
鋒
の
相
違
が
あ
り
、
…
首
尾
が
呼
応
し
、
上
下
の
連
接
の
あ
る
も
の
が
優
れ
た
書
で
あ
る
。
…
私
の
見
た
一
つ
一
つ
の
古
代
名
品
の
書
は
、
点
画
に
動
き
が
あ
っ
て
、
書
い
て
い
る
時
運
筆
の
様
子
が
目
の
あ
た
り
に
見
え
る
よ
う
だ
。
姜
が
こ
こ
で
言
う
「
連
接
」
「
動
き
」
と
は
、
作
品
の
リ
ズ
ム
感
、
気
脈
、
勢
い
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
字
一
字
を
続
け
て
書
い
て
連
な
る
こ
と
が
で
き
た
ら
「
連
筆
」
と
言
い
、
ま
た
一
字
一
字
の
間
に
線
が
切
れ
て
勢
い
が
続
い
て
い
る
こ
と
を
「
筆
断
意
連
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
書
写
す
る
時
に
字
と
字
と
の
が
り
で
で
き
た
筆
線
で
、
ま
た
字
の
点
画
の
連
結
部
分
を
指
し
、
草
書
に
あ
る
最
も
基
本
的
な
表
現
法
の
一
つ
で
あ
る
。
筆
連
に
つ
い
て
は
前
述
の
通
り
、
す
な
わ
ち
前
の
一
字
の
末
筆
は
後
の
字
の
始
ま
り
の
点
画
で
あ
る
。
い
わ
ば
具
象
的
な
表
現
で
形
の
あ
る
も
の
を
指
す
。
こ
の
具
象
的
な
も
の
と
反
対
の
意
を
持
つ
の
が
「
意
連
」
で
あ
り
、
「
筆
断
意
連
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
文
字
通
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り
筆
は
断
っ
て
も
意
は
連
な
っ
て
い
る
と
言
う
こ
と
で
、
こ
こ
で
の
「
筆
」
は
書
か
れ
た
線
を
指
し
、
「
意
」
は
書
か
れ
た
字
と
字
の
間
に
生
じ
て
き
た
形
の
な
い
も
の
を
い
う
。「
筆
連
」
と
「
意
連
」
は
、
古
代
か
ら
重
視
さ
れ
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、「
連
綿
」
と
関
連
が
あ
る
の
は
そ
の
「
連
」
の
部
分
で
、
つ
ま
り
実
線
で
字
と
字
の
連
続
の
と
こ
ろ
を
表
現
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
「
気
、
気
脈
」
な
ど
の
概
念
と
も
似
て
い
る
。
書
に
お
い
て
の
「
気
、
気
脈
」
と
は
、
書
か
れ
た
文
字
と
文
字
の
間
に
あ
る
目
に
見
え
な
い
が
り
が
紙
面
を
貫
く
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
表
現
に
よ
っ
て
、
紙
面
上
の
各
文
字
の
呼
応
が
で
き
、
作
品
に
生
動
感
が
生
じ
る
。
こ
の
表
現
を
草
書
に
用
い
れ
ば
、
書
か
れ
た
漢
字
に
「
虚
」
と
「
実
」
が
生
ま
れ
る
。
「
実
」
と
感
ず
る
文
字
は
墨
を
た
っ
ぷ
り
使
い
、
線
質
も
し
っ
か
り
と
し
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
虚
」
の
文
字
は
濃
墨
を
使
わ
ず
、
運
筆
も
や
や
速
く
、
線
質
も
幾
分
柔
ら
か
い
。
南
宋
の
趙
孟
堅
（
一
一
九
九
～
一
二
九
五
）
は
、
草
書
の
書
き
方
に
つ
い
て
、
よ
り
具
体
的
な
見
解
を
提
出
し
、
す
な
わ
ち
連
綿
に
し
て
も
、
連
筆
に
し
て
も
、
筆
を
休
む
箇
所
が
必
要
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
草
書
は
連
綿
宛
転
す
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
須
く
停
筆
有
る
べ
し
。
趙
孟
堅
は
停
筆
が
必
要
で
あ
る
と
言
い
な
が
ら
理
由
に
つ
い
て
は
述
べ
て
い
な
い
。
筆
者
に
は
、
こ
れ
は
「
筆
断
」「
意
連
」「
血
脈
」
な
ど
に
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
清
代
の
人
は
こ
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
。
以
下
は
朱
和
羹
（
生
卒
年
不
詳
）
の
言
で
あ
る
。作
書
は
須
く
筆
筆
断
ち
て
後
起
つ
べ
し
と
は
、
筆
筆
に
起
訖
有
る
を
言
う
の
み
。
然
れ
ど
も
、
行
書
は
筆
断
ち
て
後
起
つ
者
は
会
し
易
し
。
草
書
は
筆
断
ち
て
後
起
つ
者
は
悟
り
難
し
。
し
草
書
に
従
っ
て
其
の
用
筆
を
会
せ
ば
、
則
ち
驪
を
探
り
て
殊
を
得
ん
。
「
停
筆
」
は
筆
勢
の
「
起
訖
」
を
表
わ
す
た
め
で
あ
っ
て
、
こ
の
「
起
訖
」
も
ま
た
文
字
の
間
架
結
構
の
規
則
と
関
係
が
あ
る
。
行
書
は
続
け
て
書
く
場
合
も
あ
る
が
、
草
書
に
比
べ
れ
ば
さ
ほ
ど
で
は
な
い
し
、
字
画
の
変
化
も
甚
だ
し
く
は
な
い
。
草
書
は
「
連
綿
宛
転
」
が
も
の
を
い
う
か
ら
、
そ
の
上
で
「
停
筆
」
す
べ
き
と
こ
ろ
で
う
ま
く
「
起
訖
」
を
用
い
れ
ば
、
そ
の
作
品
は
な
お
高
い
境
地
に
至
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
趙
孟
堅
の
「
停
筆
す
れ
ば
佳
と
為
す
」
と
は
、
芸
術
的
な
境
地
を
求
め
る
前
に
字
の
正
確
性
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
符
号
化
し
て
い
る
草
書
は
、
正
確
に
書
か
な
け
れ
ば
、
そ
の
実
用
性
が
失
わ
れ
る
。
実
際
、
前
述
し
た
張
懐
の
言
う
張
芝
の
書
は
「
一
筆
に
し
て
成
り
」
と
い
う
が
、
こ
れ
は
厳
密
に
途
中
で
停
筆
す
る
こ
と
な
く
一
筆
で
書
い
た
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
後
、
張
懐
が
王
献
之
だ
け
は
張
芝
の
こ
の
深
邃
を
理
解
し
て
い
る
と
言
い
、
そ
の
草
書
は
「
行
の
初
め
の
字
は
、
往
々
に
し
て
前
行
の
末
を
継
ぐ
」
も
の
だ
と
述
べ
て
い
る
か
ら
だ
。
も
し
、
外
形
上
の
「
連
写
」
で
あ
れ
ば
、
前
行
の
字
が
後
の
行
の
字
と
連
接
す
る
こ
と
は
「
連
綿
」
と
は
言
え
な
い
。
そ
の
た
め
、
張
懐
の
「
一
筆
に
し
て
成
り
」
と
は
、
実
際
に
字
が
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
一
本
の
気
脈
が
通
っ
て
い
る
様
子
を
表
現
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
「
筆
断
意
連
」
と
い
う
現
象
で
あ
ろ
う
。
草
書
に
お
い
て
は
、
た
と
え
「
連
綿
」
を
表
現
す
る
に
も
、
具
体
的
な
字
画
に
関
し
て
は
、
や
は
り
停
筆
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
四
方
形
の
漢
字
を
連
続
し
て
書
け
ば
、
そ
の
最
も
重
要
な
基
本
的
な
形
が
破
れ
る
。
そ
の
上
、「
綿
」
の
要
素
を
加
え
れ
ば
さ
ら
に
崩
れ
て
し
ま
う
。「
形
」
は
文
字
、
特
に
漢
字
の
意
味
を
表
わ
す
の
に
最
も
必
要
な
体
裁
で
あ
る
と
同
時
に
、
作
家
の
情
感
を
表
わ
せ
る
媒
体
で
も
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
漢
字
の
魅
力
で
あ
る
ゆ
え
、
草
書
体
を
用
い
て
文
字
を
書
く
場
合
は
そ
れ
を
符
号
化
し
な
い
と
、
書
く
側
に
も
読
む
側
に
も
不
便
が
生
じ
る
。
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終
わ
り
に
以
上
漢
字
草
書
の
「
連
綿
」
表
現
に
つ
い
て
、
旧
論
を
踏
ま
え
た
上
、
新
た
に
考
察
し
た
も
の
を
加
え
て
論
述
を
試
み
た
。
張
芝
、
呂
向
の
「
連
綿
書
」
が
持
つ
「
連
綿
」
の
意
味
は
文
字
通
り
の
連
綿
の
意
味
と
距
離
が
あ
る
。
漢
字
草
書
に
お
い
て
「
連
」
の
み
を
行
う
な
ら
ま
だ
し
も
、
「
綿
」
の
要
素
に
は
ど
う
し
て
も
無
理
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
今
日
わ
れ
わ
れ
は
漢
字
草
書
を
鑑
賞
す
る
際
に
「
連
綿
」
と
い
う
言
葉
す
ら
使
わ
な
く
な
っ
た
。
漢
字
は
「
形
」
を
通
し
て
「
意
」
を
表
わ
す
た
め
、
ど
ん
な
に
省
略
し
、
符
号
化
し
て
も
、
そ
れ
を
大
き
く
崩
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
漢
字
の
形
が
崩
れ
れ
ば
、
文
字
の
意
味
を
表
わ
す
役
割
が
果
た
せ
な
く
な
る
。
そ
の
た
め
、
草
書
符
号
が
生
ま
れ
た
。
し
か
し
、
草
書
に
符
号
的
な
も
の
が
存
在
す
る
か
ら
こ
そ
、
「
連
綿
」
の
表
現
が
制
限
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
符
号
は
正
確
に
書
か
ね
ば
な
ら
な
い
特
性
を
持
つ
か
ら
だ
。
一
旦
、
あ
る
文
字
が
「
符
号
」
に
な
っ
て
し
ま
い
、
世
に
公
認
さ
れ
た
ら
、
書
か
れ
る
内
容
に
関
ら
ず
、
そ
の
よ
う
に
書
か
な
け
れ
ば
読
む
側
は
識
別
で
き
な
い
。
連
続
し
て
書
く
と
、「
符
号
」
が
不
明
確
に
な
り
、
ま
た
、
連
綿
線
の
美
し
さ
も
欠
け
て
し
ま
う
。
草
書
に
お
け
る
「
連
綿
」
と
い
う
表
現
は
、
古
代
か
ら
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
な
か
な
か
結
論
的
な
も
の
が
な
く
、
筆
者
は
、
漢
字
に
お
い
て
は
そ
の
表
現
が
存
在
し
な
い
と
考
え
る
。
そ
の
一
方
、
か
な
書
、
あ
る
い
は
漢
字
か
な
交
り
書
に
は
「
連
綿
」
が
確
実
に
存
在
す
る
。
こ
れ
は
、
文
字
の
形
状
、
意
味
、
音
声
と
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
論
ず
る
こ
と
に
し
た
い
。
注１
一
九
九
八
年
三
月
筑
波
大
学
大
学
院
修
士
論
文
「
連
綿
に
つ
い
て
の
一
考
察
」、「
書
学
書
道
史
研
究
第
11号
」「
草
書
の
表
現
法
に
つ
い
て
の
考
察

「
連
綿
」
を
中
心
に
」
２
呂
向
字
子
回
、
章
草
、
隷
峻
巧
、
又
能
一
筆
環
写
百
字
、
若
髪
然
、
世
号
連
綿
書
。
３
篆
隷
之
作
古
矣
、
至
漢
章
帝
時
、
乃
変
而
為
草
、
…
是
不
知
杜
度
倡
之
於
漢
而
張
芝
、
皇
象
皆
卓
卓
表
見
於
時
。
崔
、
崔
寔
、
羅
暉
、
趙
襲
各
以
草
得
名
、
世
号
章
草
。
至
張
伯
英
出
、
遂
復
脱
落
前
習
、
以
成
今
草
。
４
蕭
思
話
書
走
墨
連
綿
、
字
勢
屈
強
、
若
龍
跳
天
門
、
虎
臥
鳳
閣
。
５
（
章
）
草
之
書
、
字
字
区
別
、
張
芝
変
為
今
草
、
如
流
水
速
、
抜
茅
連
茹
、
上
下
牽
連
、
或
借
上
字
之
下
而
為
下
字
之
上
、
奇
形
離
合
、
数
意
兼
包
、
…
字
皆
一
筆
而
成
、
合
於
自
然
、
可
謂
変
化
至
極
。
若
清
澗
長
源
、
流
而
無
限
、
回
崖
谷
、
任
于
造
化
…
。
６
森
岡
隆
編
著
『
深
山
洞
か
な
手
本
美
し
く
格
調
高
い
仮
名
を
学
ぶ
』
（
日
本
習
字
普
及
協
会
）
一
九
九
八
年
７
中
西
慶
爾
著
『
中
国
書
道
辞
典
』
木
耳
社
８
若
欲
学
草
書
、
又
有
別
法
。
須
緩
前
急
後
、
字
体
形
勢
、
状
如
龍
蛇
、
相
鈎
連
不
断
、
仍
須
側
起
伏
、
用
筆
亦
不
得
使
斉
平
大
小
一
等
。
毎
作
一
字
須
有
点
処
、
且
作
余
字
総
競
、
然
後
安
点
、
其
点
須
空
中
遙
擲
筆
作
之
。
其
草
書
、
亦
復
須
篆
勢
、
八
分
、
古
隷
相
雑
、
亦
不
得
急
、
令
墨
不
入
紙
。
若
急
作
、
意
思
浅
薄
、
而
筆
即
直
過
。
惟
有
章
草
及
章
程
行
狎
等
、
不
用
此
勢
、
但
用
撃
石
波
而
已
。
９
自
唐
以
前
、
多
是
独
草
、
不
過
両
字
属
連
。
累
数
十
字
而
不
断
、
号
曰
連
綿
游
絲
。
10
『
章
草
』、
解
散
隷
体
粗
書
之
者
也
。
其
為
法
：
利
用
符
号
、
一
長
也
；
字
字
独
立
、
二
長
也
；
一
字
万
同
、
三
長
也
。
…
『
今
草
』
、
継
章
草
而
改
進
者
也
。
其
為
法
：
重
形
聯
、
去
波
磔
、
符
号
之
用
加
多
…
。
11
草
書
自
有
法
、
…
然
草
書
部
分
亦
是
一
大
事
、
晋書
所
謂
殺
字
甚
安
、
是
専
言
結
構
。
…
草
法
不
傳
、
実
由
真
法
之
不
傳
。
…
真
則
人
人
共
習
、
而
習
焉
不
察
、
草
則
習
之
者
少
、
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故
謂
草
法
不
傳
耳
。
12
字
之
体
勢
、
一
筆
而
成
、
偶
有
不
連
、
而
血
脈
不
断
13
字
有
蔵
鋒
出
鋒
之
異
、
燦
然
盈
楮
、
欲
其
首
尾
相
応
、
上
下
相
接
為
佳
。
…
余
嘗
歴
観
古
之
名
書
、
無
不
点
画
振
動
、
如
見
其
揮
運
之
時
。
14
草
書
雖
連
綿
宛
転
、
然
須
有
停
筆
15
作
書
須
筆
筆
断
而
後
起
、
言
筆
筆
有
起
訖
耳
。
然
行
書
筆
断
而
後
起
者
易
会
；
草
書
筆
断
而
後
起
者
難
悟
。
従
草
書
会
其
用
筆
、
則
探
驪
得
殊
矣
。
本
稿
の
引
用
文
の
出
典
は
各
条
に
記
す
。
記
さ
な
い
も
の
は
す
べ
て
『
歴
代
書
法
論
文
選
』
『
歴
代
書
法
論
文
選
続
編
』（
上
海
書
画
出
版
社
）、『
明
清
書
法
論
文
選
』（
上
海
書
店
出
版
社
）
か
ら
引
用
し
た
。
ペ
ー
ジ
数
を
記
さ
な
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
原
文
は
注
と
し
て
後
ろ
に
付
し
、
本
文
中
の
引
用
は
書
き
下
し
文
に
よ
ら
ず
、『
中
国
書
論
大
系
』（
二
玄
社
）
を
参
考
に
筆
者
が
口
語
訳
を
試
み
た
。
旧
字
体
中
国
語
の
簡
体
字
に
つ
い
て
は
適
宜
新
字
体
に
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。
（
し
ょ
う
し
ゅ
ん
せ
ん
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
）
―92―
